
06広報せき別冊

※関市第4次総合計画における

　まちづくり政策です。

新規事業は★、

継続事業は○印

で表しています。

※まちづくり政策に

　おける個別施策の分野です。

みんなで手をとりあい、
いきいき暮らせるまち

みんなで手をとりあい、
いきいき暮らせるまち

行きかい、ふれあい、
つながりが生まれるまち

「支え合える家族、地域があるから、自らの力で頑張ろう」

 とする人々であふれるまちをめざします。

市の隅々まで人、物、情報が交流し、新たな広がりが

生まれるまちをめざします。

人権

人権

情報通信

地域福祉

道路

高齢者 公的年金

健康・医療

健康・医療

地域振興

子育て

公共交通

障がい者 コミュニティ

事業一覧の見方

★要援護者台帳管理システム事業

【405万円】 福祉政策課

　地震や台風などの災害時に、お一人
では適切な行動をとることが困難な方
を、いち早く地域の住民の援助によって
避難させるための台帳管理システムを
整備します。

★託児サービス事業

【1,584万円】 子ども家庭課

　市内の公共施設で託児サービスを開
始し、働きながら安心して子育てできる
環境を充実します。

★保健センター改修事業

【2億5,918万円】 保健センター

　建築後30年以上経過した保健セン
ターの増改築及び駐車場等の整備を
行います。

○高齢者の生きがいと健康づくり事業

【1,626万円】 高齢福祉課

　市内入浴施設利用料を助成する「い
きいきふれあい入浴事業」を継続します。
また、高齢者が気軽に集えるような、高
齢者の「溜まり場創造事業」をはじめます。
　・いきいきふれあい入浴事業
　★溜まり場創造事業　　　　　ほか

○予防接種事業

【2億5,547万円】 保健センター

　予防接種の充実を図ることにより、
市民の皆様を疾病から守ります。平成
25年度から、子どものインフルエンザ
予防接種費用の一部を助成します。
　★小児インフルエンザ予防接種助成
　・予防接種

○地域振興事業

【2,363万円】 市民協働課

　人口減少や高齢化の進む集落の維持
や活性化を図るため、地域住民の暮らし
をサポートする集落支援員を洞戸、板取
及び上之保地域に設置します。また、５つ
の地域に対して予算配分を行い、特色を
生かした事業を実施します。
　・集落支援員設置事業
　・地域振興予算
　・移住定住体験用住宅の運用　ほか

○病児・病後児保育事業

【1,339万円】 子ども家庭課

　病児・病後児保育のサービスを拡充
します。新たに中濃厚生病院において、
病児・病後児保育を開始します。
　・関中央病院（病後児保育）
　★中濃厚生病院（病児・病後児保育）

ほか

○子育て支援事業（留守家庭児童教室）

【6,081万円】 子ども家庭課

　留守家庭児童教室での常時４年生受
入れを実施するために、教室運営の充
実を図ります。

○公立保育所整備事業

【2,771万円】 子ども家庭課

　園児の安全を確保するため、園舎の
耐震補強等の整備を進めます。
　施設整備：西部保育園、南ヶ丘保育園
ほか

○ふれあいセンター整備事業

【8億1,760万円】 総務管財課

　西部ふれあいセンター、洞戸ふれあ
いセンターの建設工事に着手します。

○社会資本整備総合交付金事業（道路）

【9,877万円】土木課・都市整備課

　国土交通省が所管する社会資本整備
総合交付金の交付を受けて、道路改良
を実施します。
　・東本郷鋳物師屋線
　・東山西田原線

○★ 事業名
事業費【000万円】 担当課

事業の内容

　★主な事業内容を簡単に記しています。

Ⅰ

Ⅰ

新規事業は、★印で表しています。

Ⅱ

平成２5年度当初予算の主要な事業を、
関市第４次総合計画のまちづくり政策体系に沿って紹介します。

○橋りょう維持事業

【2,540万円】 土木課

　長寿命化修繕計画に基づく橋りょう
の補修設計、点検業務を実施します。ま
た、災害時の緊急輸送路耐震対策を推
進します。
　・橋りょう補修設計、橋りょう点検
　★新ナタ岩橋ほか耐震設計


